
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

C252

　　 佐 呂 間竜巻 を伴 っ た爆 弾低気圧 の 予測 可能 性（そ の 2）

　　　　　　　　　凝結 ス キー ム に対する感度実験
”
吉 田　聡 、榎 本　剛 （海洋研究 開発機構 　地球 シ ミ ュ レ

ー
タセ ン タ

ー
）

1． は じめに

　2007年春季大会 で は、2006 年 11月 に 佐 呂間町 で 竜巻

が発生 した際の 爆弾低気圧 に つ い て AGCM による予測

可能性 を議論 した 。 今回はそ の 後行われたモ デル の 物理

過程の 改良が 予測可能性 に及 ぼ す影響につ い て 報告す る 。

2． モ デル概要

　使用 した モ デ ル は、大気大循環モ デル AFES （OhfUchi

et 　al，2004 ，
　Enomoto 　et　a ］．加 press）で ある。本モ デル は

新たに大規模凝結過程 と 乱流 ス キーム を統合 した物理過

程を導入 し た（吉 田 ら、本大会）。今回 は 従来（om ）お よび

新（NEW ）ス キーム を用い て ALERA （Miyoshi　et　a1．2007，

SOIA ）を初期値 と した 40 メ ンバ ーア ン サ ン ブル 実験を

行 い 、結果 を比較 した。積分期間は 2006 年 11 月 2 日

12UTC か ら 10 日間でモ デル 解像度は T159L48で ある。

3， 結果

　図 1 は全ア ン サ ン ブル メ ン バ ー
の 11 月 7 日 12UTC ま

で の 低気圧経路である。OLD では 日本海で発達する低気

圧が多い の に対 し、NEW で は オ ホーツ ク海で発達する

もの が増え て い る。om で 日本海で 発達 し た メ ン バ ー
を

比較す る と、OH ）で は上空の 渦位が北側に位置 し、低気

圧がその 下で発達 し て い るが 、 NEW で は渦位の北上が

抑えられて い る（図 2）。こ の 違 い は 中国大陸上 ですで に見

られ、凝結加熱分布 の違い が 渦位 の時間発展 に 影響 して

い る こ とが示唆され た。

鰰

本研究は、平成 19年度科振 費 「竜巻等に よる突風災害対

策に関する調査研究」 の
一
環 と して実施し た。
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　 図 1．全メ ンバー
の低気圧経路 （●）．
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図 2．OLDで 日本海で発 達したメンバー
の 2006年 11月 7 日 12UTCの海面気圧 （コ ンター，　hPa）と 300hPaの渦位

（陰影，PVU）．　 OLD（左），　 WW （右）．
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